
 

令和２年度富士見市介護保険特別会計予算（概要） 

 

１ 予算概要 

 

(1) 予算編成概要 

  令和２年度の予算編成にあたっては、第７期高齢者保健福祉計画の最終年度であるこ

とを踏まえ、昨年度に引き続き、基本理念である「住み慣れた地域で、いつまでも生き

いきと生活できる支えあいのまち」の実現に向け、在宅医療・介護の連携推進や認知症

施策・生活支援・介護予防の充実など、地域包括ケアシステムの深化に向けた予算編成

を行った。また、新たな事業としてフレイルチェック事業を実施するなど、介護予防に

はこれまで以上に積極的に取り組んでいく。 

 

(2) 予算規模 

  令和２年度介護保険特別会計予算の歳入歳出総額は、７３億８，４５６万３千円とな

り、前年度に比べ、３億４，６９５万２千円の増、率にして４．９％の増となった。 

  主な要因は、認定者の増加や消費税増税、及び制度改正に伴う保険給付費の増加など

によるものである。 

 

２ 歳入予算の主な特徴 

 

(1) 保険料 

介護保険料の総額は、被保険者数の増加があったものの、消費税増税に伴う低所得者

に対する保険料軽減があったため、１６億８，５２５万４千円となり、前年度に比べ   

１，８２５万３千円の減、率にして１．１％の減となっている。 

 

(2) 国庫支出金 

  国庫支出金の総額は、１５億１，６９１万８千円となり、前年度に比べ、 

３，５１７万２千円の増、率にして２．４％の増となっている。 

  主な要因としては、国庫負担金が、保険給付費の増加に伴い６，５６７万１千円の増

となることなどによるものである。 

 

(3) 支払基金交付金 

  支払基金交付金は、１９億２，７４９万６千円となり、保険給付費の増加に伴い、前

年度に比べ、９，３５２万円の増、率にして５．１％の増となっている。 

 



  

(4) 県支出金 

  県支出金は、１０億６，９４４万６千円となり、前年度に比べ、４，６８０万４千円

の増、率にして４．６％の増となっている。 

  主な要因としては、県負担金が、保険給付費の増加に伴い４，６１１万９千円の増と

なることによるものである。 

 

(5) 繰入金 

繰入金は、１１億８，３５８万４千円となり、前年度に比べ、１億８，９５１万５千

円の増、率にして１９．１％の増となっている。 

  主な要因としては、第１号被保険者保険料の不足分を補う介護保険準備基金からの繰

入金が、１億１，１７１万４千円増の１億２，５８１万９千円となったことなどによる

ものである。 

 

３ 歳出予算の主な特徴 

 

(1) 総務費 

  総務費は、７，１６４万９千円となり、前年度に比べ、１７１万７千円の減、率にし

て２．３％の減となっている。 

 主な要因としては、消費税対応に係るシステム改修費の皆減や、一般会計において計

上していた介護職員初任者研修実施委託を、介護保険特別会計において計上することと

したことなどによるものである。 

 

(2) 保険給付費 

  保険給付費は、６９億８，１７３万３千円となり、前年度に比べ、３億４，３９７万

円の増、率にして５．２％の増となっている。 

 主な要因としては、認定者数の増加や消費税増税、特定処遇改善加算の新設などの制

度改正に伴う給付費が増加したこと、及び訪問看護事業所の新規開設等により、居宅サ

ービスが増加していることなどによるものである。 

 

(3) 地域支援事業費 

  地域支援事業費は、３億２，３１９万７千円となり、前年度に比べ、４４８万７千円

の増、率にして１．４％の増となっている。 

  主な要因としては、生活支援サービス事業における認定者数の増加に伴う給付費の増

や、一般介護予防事業におけるフレイルチェック事業の実施、生活支援体制整備事業に

おける調査の実施等による生活支援コーディネーターへの委託料の増額などによるも

のである。 

   

 

 



  

 

４ 令和２年度介護保険特別会計予算（款別一覧） 

 

（単位 千円） 

歳  入 歳  出 

款 名 称 
令和２年度 
当初予算額 

対前年度 
増減額 款 名 称 

令和２年度 
当初予算額 

対前年度 
増減額 

1保険料 1,685,254 △18,253 1総務費 71,649 △1,717 

2国庫支出金 1,516,918 35,172 2保険給付費 6,981,733 343,970 

3支払基金交付金 1,927,496 93,520 3地域支援事業費 323,197 4,487 

4県支出金 1,069,446 46,804 4基金積立金 1,583 212 

5財産収入 1,583 212 5諸支出金 1,401 0 

6繰入金 1,183,584 189,515 6予備費 5,000 0 

7繰越金 1 0    

8諸収入 281 △18    

合 計 7,384,563 346,952 合 計 7,384,563 346,952 

 


